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1. はじめに 

日本の高齢者人口(65 歳以上人口割合)は増加

の傾向で，高齢者の割合は令和２年度の時点で

28．9％である[1]．加えて 65 歳以上の人口に占

める一人暮らしの割合は令和 2 年度の時点で 2

割を超え増加傾向にある[1]．高齢者の一人暮ら

しは認知症の発見の遅れや，孤独死の原因とな

る可能性があるので，解決すべき課題である．

一人暮らしの高齢者は家族と別居中のケースが

多く，離れている家族が高齢者を見守ることが

できるサービスが望まれている． 

現在，我が国では一人暮らしの高齢者の割合

が高い．また日本の平均寿命は男女ともに 80 歳

を超えており，認知症になるリスクも高い傾向

にある．85 歳以上 89 歳以下の認知症の割合は約

40％，90 歳以上では約 60％の方が認知症である

という統計がある[2]．少子高齢化社会といわれ

る現代社会において，その勢いは加速すること

が予測できる．そのような状況下で，高齢者の

認知症の割合も比例して増加していく可能性が

ある． 

同居していれば普段の行動の変化で認知症の

早期発見ができるが，一人暮らしの場合認知症

の早期発見は非常に難しい．地域が主となって

それぞれの高齢者宅を見守る必要があるが，毎

日見守ることは難しい． 

その為，我々はこの問題に焦点をあて，一人

暮らしの高齢者の認知症をいかに早期発見し対

処するのかを検討している． 

現在多くの高齢者見守りシステムや各種サー

ビスが提供されている．従来のシステムでは，

在宅モード，外出モードの切り替えボタンの操

作やポット利用など利用者が意図して何かの操

作をすることが必要であった[3]．また宅配業者

が月一回，高齢者宅に訪問し体調などを確認す

るといったサービスがあるが[3]，人件費や訪問

回数の少なさが課題である． 

以上を踏まえ，本稿では独自の見守りシステ

ムを提案する．今回我々が開発するシステムは，

高齢者のプライバシーを最大限に考慮しつつ，

確実に見守れる AI チャットボットと人感センサ

ーを用いた高齢者見守りてるてる坊主型のシス

テムである． 

  

2. 高齢者見守りテルテル坊主 

本稿で提案するのは高齢者見守りてるてる坊

主は，冬場雪で閉ざされ外出回数が少なくなる

傾向にある北陸での活用を想定している．特に

金沢は降水日数が全国的に見てとても多く，雨

が良く降る地域であるため，天候はとても重要

な情報である．そこで玄関先で外の様子を把握

でき，傘などの準備を出来るように天気を視覚

的に伝えるシステムとし，玄関先に置く想定で

開発を行っている．LED の色で現在の天気が分か

る仕組みとしている． 

 

 
図１高齢者見守りテルテル坊主システムイメー

ジ 

 

表１ 天気 LED の仕様 

天候 テルテル坊主の色 

雨 青 

晴れ 赤 

雷 黄 

雪 白 
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図２ 高齢者見守りテルテル坊主システム構成

図 

 

図 1 にシステムイメージ，表 1 に高齢者見守り

テルテル坊主の色と天気の関係を示す．天気

API[4]から天気を取得して，その天気に応じて

LED の色を変化させる． 

図 2 に高齢者見守りテルテル坊主システム構

成図を示す．天気を知らせる LED，制御用のラズ

ベリーパイ，人感センサー，スピーカー，マイ

クから構成されている． 

図 3 に挨拶機能イメージ図を示す．人感セン

サーで人を検知し，人が来た時だけ LED を光ら

せスピーカーで話しかけを行う．挨拶程度の簡

単な会話のみ可能である．「いってきます」

「ただいま」など簡単な会話から，在宅なのか，

外出するのか，帰って来たのかを判断する． 

 

 
図 3 挨拶機能イメージ 

 

図 4 に家族への連絡機能イメージ図を示す．

会話の内容の記録や帰宅，外出，在宅の記録は

クラウド上に保存され家族が Web などで確認で

きる．プライバシーを考慮しカメラは保持して

いない．また，会話以外の音声の録音は行わな

い．カメラで監視するのではなく，高齢者と共

に生活するような感覚のシステムを目指してい

る． 

 
図５ 家族への連絡機能イメージ 

 

3. まとめ 

日本の高齢者人口は増加の傾向である．高齢

者の一人暮らしは認知症の発見の遅れや，孤独

死の原因となる可能性がある．一人暮らしの高

齢者と離れている家族が高齢者を見守ることが

できるサービスが望まれている．同居していれ

ば普段の行動の変化で認知症の早期発見ができ

るが，一人暮らしの場合認知症の早期発見は非

常に難しい．その為，我々は一人暮らしの高齢

者の認知症をいかに早期発見し対処するのかを

検討している． 

本稿では高齢者のプライバシーを最大限に考

慮しつつ，確実に見守れる AI チャットボットと

人感センサーを用いた高齢者見守りてるてる坊

主型のシステムを提案した．認知症の早期発見

機能に関しては今後開発を行う予定である．  
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